
平成 30年度 数学Ⅰ・A 地域経営学部・健康医療学部人間健康学科 （前期） 

- 1 - 

 

【Ⅰ】次の各問に答えよ（25点）。 

 

（１） ( )( )34 22 −+ xx を展開せよ（5点）。 

   ( )( ) 12124334 2422422 ++=−+−=−+ xxxxxxx  

（２） ( )( )1252 22 ++−+ xxxx を展開せよ（5点）。 

   ( ) Xxx =+ 22 とおくと、 

( )( ) ( )( ) 5455151252 2222 −−=−−+=+−=++−+ XXXXXXXxxxx  

( )xxX 22 += を代入し、 

( ) ( ) 584584445242 342234222 −−+=−−−++=−+−+ xxxxxxxxxxxx  

 

（３）𝑥4 + 6𝑥3 + 7𝑥2 − 6𝑥 − 3を因数分解せよ（5点）。 
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の分母を有理化せよ（5点）。 
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【Ⅱ】三角形 ABC の各辺の長さを、 cAB = , aBC = , bCA = とおき、このうち

12,8 == ca が与えられている。また、
60=B である。このとき、次の各問に答

えよ。 

 

（１） bの値を求めよ(6点)。 

  三角形 ABCについて、以下の通り余弦定理が成立する。 

  −+= 60cos2222 accab  

  
2

1
60cos = であり、問題文より 12,8 == ca であるから、それぞれを代入し、 

  ( ) ( ) 112
2

1
128212860cos2

22222 =−+=−+= accab より、 74=b  

 

（２）三角形 ABCの面積 Sを求めよ(6点)。 

  
60=B であるから、

2

3
60sin = および 12,8 == ca であることから、 

  324
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（３）三角形 ABCの外接円の半径 Rを求めよ(6点)。 

  三角形 ABCにおいて、正弦定理より、 

  R
b

2
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=


 

  上記設問（１）より、 74=b および
2

3
60sin = であるから、 
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（４）三角形 ABCの内接円の半径ｒを求めよ(7点)。 

  Sr, および cba ,, の間に、 ( ) Scbar 2=++ が成立する。 

  324,12,74,8 ==== Scba をそれぞれ代入すれば、 
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【Ⅲ】以下の各問に答えよ。 

 

（１） n  は整数であるとき、 2n を３で割った余りを求めよ(5点)。 

 ① kn 2= の場合。 ( ) 222 93 kkn ==  22 369 kk =   23k は整数であるから、 2n を３で

割った余りは 0である。 

   ② 12 += kn の場合。 ( ) ( ) 123316913 2222 ++=++=+= kkkkkn   

   kk 23 2 + は整数であることから、 2n を３で割った余りは１。 

   上の①、②よりこの場合の余りは、０か１である。 

 

（２） 24n が４で割り切れることを証明せよ(5点)。 

   kを整数とする。 

① kn 2= の場合。 ( ) 222 16244 kkn ==  22 2816 kk =   22k は整数であるから、

22n は 4で割り切れる。 

    ② 12 += kn の場合。 ( ) ( )2244416161244 2222 ++=++=+= kkkkkn   

    kk 22 2 + は整数であることから、 2n を４で割った余りは０。 

    上の①、②より、 24n は４で割り切れることが証明された。 

 

（３）2進数で与えられている２つの数、 ( )21011000 ， ( )2111100 をそれぞれ 10進数で表せ 

(6点)。 

    ( )21011000 を 10進数で表せば、 8820202021212021 0123456 =++++++  

    ( )2111100 を 10進数で表せば、 60202021212121 012345 =+++++  

 

（４）（３）で求めた値を基に、それぞれの 10 進数に表しなおした数の積を求めよ(4 点)。 

    52806088 =  

 

（５） 201829 を 10進数で表すとき、一の位の数字を求めよ(5点)。 

 

    6  
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【Ⅳ】7人をいくつかの部屋に分ける問題を考える。ただし、各部屋は十分に大きく、定員

については考慮しなくてもよいとする。この時、次の各問に答えよ。 

 

（１） 7 人について、部屋 A に 4人、部屋 B に 3人となるような分け方は何通りあるか、

また、部屋 A に 5 人、部屋 B に 2 人となるような分け方は何通りあるか、それぞれ

求めよ(10点)。 

    

  7人から 3人を選ぶ方法は、 35
321

567
37 =




=C               35通り 

  7人から 2人を選ぶ方法は、 21
21

67
27 =




=C                21通り 

 

（２） 7人を、部屋 A、部屋 Bに分けるとき、どの部屋も 1人以上になる分け方は何通り

あるか求めよ(5点)。 

   

  7人を 3人と 4人に分ける方法は、上の（１）に部屋 Aに 3人、部屋 Bに 4人となる 

場合を加えると、 

702352
321

567
237 ==




=C  

同様に、7人を 2人と 5人に分ける方法は、 

422212
21

67
227 ==




=C  

7人を 1人と 6人に分ける方法は、 

14272
1

7
217 ===C  

であるから、 126144270 =++                      126通り 

 

（３） 7人を空き部屋が出ないよう 3つの部屋 A，B，Cに分けるとき、3人部屋が含まれ

る分け方は何通りあるか求めよ(10点)。 

  7人を空き部屋が無いように 3部屋に分けるとき、3人部屋が含まれる分け方は、（ⅰ）

3 人部屋が 1 つ、2 人部屋が 2 つ、（ⅱ）3 人部屋が 2 つ、1 人部屋が 1 つの 2 通りで

ある。以下、（ⅰ）および（ⅱ）に場合分けし、考える。 

  （ⅰ）3人部屋が 1つ、2人部屋が 2つの場合。 

     部屋 Aのみが 3人部屋であり、それ以外の Bおよび C が 2 人部屋である場合、 

     4202
21

34

321

567
22437 =









= CC  

    部屋 Bのみ、部屋 Cのみを、それぞれ 3人部屋とする場合を考慮すれば、分け方

の総数は 12603420 =  

  （ⅱ）3人部屋が 2つ、1人部屋が 1つの場合。 

    部屋 A のみを 1 人部屋とするとき、7 人から 1 人を選び、残った 6 人から 3 人を
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選び、Bおよび Cのいずれかの部屋に分ける場合、 

    28022072
321

456

1

7
23617 ==




= CC  

    部屋 Bのみ部屋 Cのみが 1人部屋で、他が 3人部屋である分け方は、 

    8403280 =  

    よって、（ⅰ）および（ⅱ）より、空き部屋を出さずに 3人部屋が含まれる分け方

の総数は、 

    21008401260 =+                         2100通り 


